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《論文》

特殊概部資産会計

はしがき

戸毎
日 人

本稿は「ベイト γの翻かp資産会計ー言語にかんする研究」シザーズの No.3に

るc

シザーズ No.11)において，わたくしは低{邸主義にかんする彼の

見解合，また No.22)において後入先出法にかんする

しfニ。

No.3においては，特殊概鈎資総会計?こかんナる

することが笥的で、あ{)o

特殊棚卸資産会計の問題として以下にとり

る。

1 販兜舗格による瀦卸評鏑

2 小完り鴻録法

3 抽出毅業における槻鈴評価

4 農産物等の繍鶴野翻

5 建設業における機卸評翻

6 中古品の総務F解題

7 損傷品，陳腐化品等の隷卸喜平鏑

8 芸春慾品および副議物の謝卸評鏑

{)境問はつぎのごとく

注(1) 機稿，ベイトソにおける低総主義の否定，北海道大学*経液学研究， pp.259 

~289 ， 1964.1. 

(2) 拙稿，ベイトンの後入先出法綴，北海波大学・経済学研究， pp.11~42， 

1964. 6. 
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? 販諮価格による務部評掘

ベイトンtこよ 棚卸資艇の喜子髄にさいして (unadju-

st告dselling ることは，それがたとえ即時販売可能高品であ

つでも適切おれ、いがたく，ー殻的実務としては震対すべきものである，と

いう。何故かといえばラ棚卸資建設な見積り線発価{直で苦手{議することは穆得も

実現もしていない利益の語、譲歩計上を意味するからである。じまたより

ことは，かかる評{部政畿によっ していないヌスト

されてL、ないi認識と合会計に導入することになるからでるる。すな

わち，さき該初i知資産の最終的処分以前に，あるいはその処分のさいに追加的

強用が発生令るにちがいない商品の場合には，競売総絡による言千二備は寝後に

実議される営業活動の詩語に帰腐すべき五球科益とともに，議知的コスト

因の・積り間収拙1臨を資産として，また収益として針ーとすることを意味する

からである。わ

{白方，修正された鍍究縫諮は特殊な場合に務部資産評怖の基準として利用

されることがありうるのである。めすなわち，正味E震発錨絡は特殊な捕鯨資

窪の評慨における使笠的な手続きとして議議されうるし，まずこ実務上ある

度のま1!1位を保っているのである。

ここに正味援交鑑格とは，ふつう探究時価マイナス援交のために商品会f用

しラまた販売， 11i疫しをおこなうにあたって生ずる見絞り愛東である。こ

の基準の採用がある程度妥当採される主要な場合としては，

計) コスト資料衣料用もしくは信頼できない場令。

(ロ) 現在価格での商品態売が商後のかなり大きな努力すなわちコストなし

に保障されている場合。

約 コストが正味実現可能価値よりもうたがL、もなく高い場合。

ることがで診る。め

とニろで，味販売価絡をど適用すれば槻錦資産鏑{醸の

ること安防ぐことができるけれども，
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ことにたるという反論が残る，とベイトンばLづ。たとえばsある商品につい

コスト90ドル，見積りコスト10ドノレ，R反莞時{iIli120ドノレと

110 ドノレ (120ド、ノレー10ド、ノレ〉 となるさっ

9 
けであるが，しかしコストとしてはコスト総額の…一ーだけが発生したにすぎ

10 
1 

ないのであり，したがって見絞り利益のーーは未だ穣得されていないの
10 

る。したがって漉正な初日部資産{問題はつぎの計算によって， 108ドノレ

ればならない，とベイト γ るので、あ;:;:'0

絞究玲lIlli

発生コスト

見絞り口スト

120 ドノレ 120 r;l/ 
号。タ'b 9 0 

20 見絞り正味利益

託沫販究価総 1 1 0 

りZ左派利益の10，96

1[f米販売j滋fi設にもとづ
く槻鍬阪領〈米稼得利

益修正後〉

能遣のごとく， り るl:l:I発点としてカタ開

な用いる場合がみられるのであるが，それはま

非常に多種績の製品が生産量され，また原料?昆合成や間接費の

、で溝足できる罪備計算会期待すること

も，縄各]資産!京{面合算定する手設として矛'J舟される。こ

資産の原価もしくは潤:弱達涼{船主売却時僅か

り利益(もしくは将来発生すべきコスト~イナス見絞り

ることによっ 1される，とベイト γはいう 05〕

られるごとく

る害l令いが

もまた棚卸z

よび見

注(1) W. A. Paton，玄関ntialsof A∞ounting (1st ed.， 1938)， 1954， pp. 355， 504 
〈以下，単に“Essentials"とよぶ).W. A. Paton， Advanced Accounting， 1設41，

p.160 (以下，荷主r:こ“Advanced"とよぶ).W. A. Paton &添えA.Paton， Jr.・9
Ass母tAcco∞ting， 1952， p. 93 (以下，単に“As日日t"とよぶ).
(2) Advanced， p. 160. Asset， p. 93. 

競売価桜での棚卸資立芸評価は稼得も実現もしていない利益の総議，
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るものであるから，一般的実務としては明確に反対すべきものである (w.ん
Paton & R. L. Dixon， Essentials of Accounting， 1958， p. 355 (以下，単に“Di-

xon"とよぶ〕。

(3) Dixon， p. 355. 

(4) Essentials， p. 505. 

(5) Advanced， p. 161. A田et，p. 94. 

2 小売り棚卸法

販売時価は棚卸資産原価の見積りにさいして，しばしば有用であるとする

ベイトンの見解についてはすでに考察したところであるが，販売時価はまた

デパートや小売り業においても採用される，という。

多くのデパートや小売り業においては，棚卸資産原価の概算のための出発

点として販売価値を採用するのであるが，これは商品を販売価格で把握する

実務から生じたものである。すなわち，棚卸は商品種類もしくは販売部門別

にまず表記販売価格によっておこなわれ，最終的な棚卸資産価額は各種類も

しくは部門別の値入れ高を前記表記販売価格の合計額から控除して決定され

るので、あって，棚卸資産原価の「見積りを行なう手続きのなかで最も体系的

なもののーっとして知られているJ1) ところのこの方法を小売り棚卸法また

は売価還元法とよぶのである。

もともと一般に期間的棚卸の手段と考えられているこの方法は，継続的な

棚卸資産管理の巧妙な工夫であって，この方法の採用はたいてい，デパート

および商屈において仕入れた形のままで販売される商品に限られている。そ

の効果については送り状の処理，商品の分類ならびに保管，値段の表示，値

入れおよび値下げの報告，損傷，ロスその他の問題点の影響の吟味などが十

分注意ぶかく行なわれている場合にのみ，満足すべきものを期待できるであ

ろう。

配賦可能な運送費の仕入高への算入は小売り棚卸法のもとで通常おこなわ

れている実務である。仕入割引額については送り状価額から控除するところ

もあるし，部門利益として処理するところもみられる。



特殊綴翁l資産会計菅原 ら

またとくにさき該年度において一般に認められる物鱒変動が生

これをでなされてきた，とベイトンは

り構多p法によって棚卸資産原{揮の評価を行なうことがのぞL 、う O もしも

ましいのであれば，追加的経入れの修正はもとより，銭下げもま

味議入れ，-tなわち粗利益を計算するさいに考惑されるべきである。

イ校 人 官
同

つぎの例は小売り機鰐法による したものであるのめ

託統可能護送後

見積ち絞売費，保管費

原初綴入れ

追加銭入れ

追加綴入れ取消し

{底下げ

綴下げ取;符し

く粗利滋〉

小売俄億

総売上高

小売機吉禁法によ

主主入利益

見絞り箆 filli棚総高

25，000 rノレ
1，0告。 ドノレ

1，授受 26，8000圃00ドノレ 66. 67J(; 

13，800 

800 

14，400 

1，300 

1，000 

33.33 

40，200.00 100.00 

12，200.00 

4，066.67 

100.00 

33寮33

66.67 

イ出面法的小売り瀦釘i法による計算においては，粗利益の計算のさし

げ額を無視し，織的資産の小売り繍卸法による{悶{患を計算するさい

るのゼある。その計算倒はつぎのごとくであるo 3) 

f土 入 原 締 26，800.00ドノレ 65.05タ4

イ陵 入 綴

世7t.: り {rlli {夜 41，200.00 100.00 

び{直下額

小売り捌締法による締綴 12，200.00 100.00 

主事 入 利 益

伝儲法的小売り捌鈎法 7，936.10 65.05 

による見積り綴節目ミ
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なお，課税所得の計算上，小売り棚卸法は後入先出法と結合できる04〉

注(1) Dixon， p. 351. 

(2) Advanced， p. 162. A岱巴t，p. 95. 

(的 Asset，p. 96. 

(4) ibid.， p. 96. 

3 抽出産業における棚卸評価

石油をふくむ鉱業その他の抽出産業においては，即時販売可能生産物はし

ばしば棚卸日の販売価格から運送費および引渡しのさいに発生する見積り費

用を控除した金額，すなわち正味販売価格で評価される。

この実務の起i原はおそらく棚卸資産にたいして適用すべき信頼できる原価

額を見出すことの困難性にもとめることができるのであろうが，それは一層

基本的な論拠から擁護されるのである，とベイト γはいう。すなわち，抽出

産業の会社においてはいっぱんに第一義的な経営活動は服売ではなくて，む

しろ技術的生産である。基礎的原材料の生産高にとっては，ふつうその適正

量にかんするかぎりいつで、も現在価格で、の販売が保障される広い市場がある

ので，実際の販売過程はほとんど問題とするにたらないのである。このよう

な事情からみて，利益は生産過程をつうじて有効に稼得されているわけであ

るから，引渡しを待って手元にある生産物についてそれを計上することは妥

当である。 1)

販売価格マイナス見積り流通費，すなわち正味実現可能市場価値による評

価がとくに妥当とみられる業種は，ペイントによれば貴金属鉱業であるとさ

れる。この業種においては，最終的生産物たる精錬された金はオンス当たり

の建値での販売が保障されており，現物引渡しのさいに必要な流通費以外に

は費用を必要としないからである。 2)またこの棚卸資産は物的損傷もしくは

オブソーレッセンスによって損失を蒙ることもないからである。

ところで，このように現在販売価格マイナス流通費で棚卸評価をおこなう

ことにたいしては，それがげ)販売による実現以前に利益を計上するものであ
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勺， 最終設賠すなわち引渡しは正味示j誌にたいして伺も

るところがない，とする見解をとるものであるという

かしこれらし、ずれの漂白も金属鉱議およびその他の捨

られるが，し

あまり重要ではない，とベイトソ

設な) Ass邑t，p. 96. 

この政策の主姿な論拠は，広範な子11綴においてそのとき
でさz.，lt:r，;，1:的関廿判

447)。

に広範な市坊をもっており，

できる状態にある。このような状況のもと

る。 3)

が収益にたい もつ主要な擦問である (W.ん Paton& A. C. Littleton， 

Aぉ Introductionto Corporate Accounting Standards， 1940， p. 51)。

(紛 Advanced，p. 164. A田et，p. 97. 

(め A出巴t，p. 97. 

しかしベイト γは，始出産業における容易に販売しうるさ色漆物の正味絞完備務マ

の評ff惑は便法として擁護ざまLうるしまた，とく

伎にとみ，さらにまた実際立スト

泌がみられるのixon，p. 355)にもかかわらず，それはー絞ではなく，

基準は見絞りコストで、ある (Advanced，p. 164. Dixon， p・206) という。

4 農疲物等の搬錦評価

ペイトンは収益認識にかんする一般的基準の例外的ケースについて，つぎ

のようにいう。すなわち，矛!J誌は駁売もしくは匝j伐という特到の行為よりも

むしろ企業揺動の全体に長うもの、であるけれども，にもかかわらず生産の濁

として収益を計上することはふつう菜さきではないという しなけ

ればなし、この一般的ノレールの例外にす品、して若干-の根拠が穏められ

としては，げ)絞文生謹， (吟建設工事，をきもも，麻などの繊維生産，料自

然、鈴増{iffi，をあげることができるo 1) 

議場生産物についてはその自然的機儲および生一長きと期米の棚鰐務摘におい
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る実務は税法ょっとに誤認されているところである。すなわち農場

農産物にたいする詳細にかんする「農場価格法J(farm-price m紋hod)

用はながく告主税の承認しているところである。幾場価絡法は，現在市錨マ

イナス見積りの運送すぜよび甑売費℃手持ちの生産物をど評{認する方法であっ

て，その特徴は，収穫物の科識もしくは援タミをそれが現実に駿売された年度

ではなく，むしろ生産された年設あるいは寂売可能となった年度に計ょする

ことにある。 2)

いつでも販売可能な養培中の樹木も許憶について爵様の陪揺を提砲する。

もしも養i緩やの樹木の錨値変動にかわりなく，発生したすべての饗用がさ当揮

の収益にたいして賦識されるならば，財務状慈も営業成績も

て誤示されることになるのであって，このことはとくに生授に数年を要する

乏る〉新設会社の場合にい、ちbじるしいのでで、ある。このよう

る…つのつ方ヴ策はし

ある樹木宅ををtと易穣多鈴錦D臼の7市行場{錨溜{億霞マイナス揺り?鵠篭こし，樹飽，運送に要する見絞

り袈'用で評{闘することであり，最も合環的ないま一つの方法は季鈎ごと

作，翠j段移植などのー拐の経費をふくめて涼{部議準で舘ずることであ

る。もっとも，多く うけて槻卸評{溜

トン

こない，ふつうは泉讃ヌストよりもはるかに低い名目錨{践で在

こなっていることをつけくわえておかなければならない，とベイ

之、
屯)0 メ

iiこ，棚iBn臼におい ある冬ゴどさ小変のような作物はおおむね

さきだってナぐに寸合も境交できるものでtはないのであるから，かかる

いしてはしたがって見積り正味実現可能価憶よりも，むし

価が機鰐言平{筒話的上，最も妥当な詳細藤準であるo4) 

される繋物をど棚鯨資産として計上することを

競認している。したがって，鳥獣，家畿の自然的生長分の見絞り蕊味市場鑑

備は されることになるのであ

る。 Q“uni t -li vestoc-
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k-price method"によって棚卸をおこなってもよろしいとされている。なお

税法の規定によれば，伎役，餌育，酪農目的のために購入した家畜は，もし

その処哩が継続的におこなわれるのであれば償却性資産として取扱うことが

できることになっている。 5)

以上，農産物および養培中の樹木，家高等にかんする実務および税法上の

取扱いと，それらにかんするベイト γの見解について考察してきたのであ

るが，上記諸資産にかんする評価問題を解決する最良の方法を彼はつぎのよ

うに主張する。

家畜，樹木等においては自然的生長はうたがし、もなく収益発生のー形態を

あらわすので、あるが，しかし公表される損益計算において毎期の自然的増価

を計上しようとする試みが一般に妥当であるということにはならない。 6)

建設工事の場合とおなじように，生長または成熟 (growthor aging) を

ふくむ長期の営業活動をおこなう企業にとって，評価問題を解決する最良の

方法はれ報告の焦点として慣行的な期間制をやめて生産物の主要な単位(た

とえば，土地一区画，家畜一群，生産高一口，その他の単位〉について，そ

の生産等の当初の日から最終的処分の日まで保持するに必要な期間を採用す

ることである。 7)もしこの方法が採用されるならば，生長は主として原価の

累積によって測定され，販売基準からの離脱としての収益の中間的な認識は

まったくさけることができるのである。しかし，自然的増価が実質的な収益

として報告されるべきでないと考えることは，貸借対照表的見地からする現

象の現実性もしくは重要性を否定するものではない。実際の資産は物的生長

過程によって増大し，その金額は合理的に正確に測定されることもしばしば

ある。もしも資産の増加分が記録された原舗をあいまいにしないような仕方

で処理され，またその結果，貸方項目が明示されて実現利益と区別されてい

るならば，自然的増加の注意ぶかい見積り額の報告にたいして重大な反論は

みられない。 8)もちろん補助的勘定による自然的増価額の記録は反対すべき

ものではなL、。 9)
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注 1)Advanced， p. 447. 

2) Introduction， p. 51. Advanced， p鍵 163.Asset， p. 97‘Dixon， p. 206. 

、て「役場側務法Jを認めたことは，その動機会2
か号?と図難な燦価計算乞区、華客としないための，単なる災際的使笈にあるとしても収

ものである{ゐtroductio日， p.51) 

3) lntroduction， p. 52. Asset， 97~8. 

よびj制度的変化合生ずるものである

ある場合には，溺J又やタバコのごとき製品にるっては化学変化，貯議員，成熟の総染

として，その価{疫が実質的に主義加する。保守的ノレーんはこの議の棚卸資産を爽際?と

くめて，コストで評価することである。しかしなが

ら，実現可能市場j断疫を問自に縫認しうる場合には，かりに絞売によっ

していない利綾部分が計上されるとしても，市議官話機マイナス販売，

ずることも幾分かは認められるのである。貯議や成熟は利益事審得過程 (anearning 

proccss)で、あり，ことにその過程が数カ年にもわたる場合には上認の事炎台無援す

るこJこから事長倍される期間利益の盗|的がおこなわれるのである (Advanced，p. 168. 

Assεt， p. 107)。

4) A慨し p.97. 

5) ibid.， p. 97 

6) Advanced， p. 448. 

7) IntroductiOI1， p. 53. 

8) ibid吋 pp.52~3. 

弓Advanced，p. 448. 

5 建設業における犠劃評価

建設工事にかかわる収益はもちろん，その工事が完成し承認さ

上できるし，多くの会社はこの慕準の採用を好んでいる。こ

はたいてい未成ヱ惑な多数もっていて，毎年いくつかの工事が完成されてし、

く会社にとって魅力的であり，またこの保守的な処理法は特定工事の♂スト

総額が如何ほどになるかがいちじるしく不確かな場合に強く文持されるので

ある。む

しかしながら，製品の販売もしくはそれよりなお後ま

ーすることは，あきらかに社掛品および在庫中の米駿売の究成品に潜在的にふ

くまれている収益を考慮しないことを慈味ずるものであって，法統的な余計
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、する…つの民総はこの点にみられるのである。うたがL、もなく典

2型的な企菜の斜益は全体として特短の鍍究，号i綾しのときに生ずるもので誌

なくて，経済的生壌の全過額によって発生するものである。製品な準絡し銭

るために必要な時簡が短くて消費者への生産物の絶えざる諮れがみら，れ

る場合?とは，この点はあきらかに，ほとんど関長選となることはない。地方，

コスト累積の期間が比較的長く製品が非常に不規則に完成，寺L渡しされる

たとえば議結その般の建設業においては， ~ 

ことはかえって不合理な期間科霊友報告することになるのである。したがっ

て奴誌にかんする遜常の仮誌の修正が特別の状況のもとでは龍められうると

いうことが，ながく ょっ 2) 
/，;)0 

かくて，その完成に長期毘を要する特殊な謹設事業などにおいては?期末

る議行中の工事のコストについての特殊な処穏，

らの離脱が許容されるし，またそうすることが強く支持されるのである。め

もしも工事の調鯨がつねにコストでおこなわれるならば，純益(あるい

はその完成，ヲi渡し弘前には認識，計上されないことを意、味し，その結

果，とくに少数の大規模工事を祭っている念議にあっては利益の期障的配分

ものとすることになる。つぎに幾分雄総な併についてみてみよ

う。

A造船所が船舶6笠の建造契約を結び，その契約総額は44，000，000ドルで

あった。まだ 1愛も していないが， りコスト総額40，000，000のやレ

のうち， 20多000，000ドルのコストが発生した。

当瀧艶所、が初年度に諮負っ これだけマあると ，もし進行

中の工事の概観がコストで評{揺されるならば，

L，そして生産上，多額のコストが発生したという事実にもかかわらず

部揺に計上されるi院議は皆無である。しかも，さ当期の活動によって，捕鯨資

産i織成主き間 (inv叩 toriぬle) と

罰で損失が生ずるであろう o

られなL よびその他の費用の範

したがって，この場合の処理法は契約錨格にたいして適爵され
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或富合いによって投恭i品を評植することである。船舶6銭の建造に要する見

積りコスト

に発生

，000，000ドルのうち50%に本目指ーする加，000，000ドノレが当期

000 下、ノレ

見積り

44，000，0001ご/レ一見毅りコスト

くとくされたことになるの

L，したがって4，000，

40，000，000ドノレ〉 の

る。すなわち，こ

準によれば仕掛品の棚卸高は44，000，000 22き000，000ドルの{額五室

をもっていることになるのである(このうわ，2，000，000わりま期末ま

生したコスト会鵡過する金額である〉。め

さて 9 工事遂行の震合いに応じた未成工惑の訴舶の必要性を説く場合に，

とは部を意味するかについて あるところで、ある，

とベイトソはいう。

、とは工事完成に必繋な総雲寺際数にたいする経過時l誌

のか，完成工事の{菌笹総額にたいナミ己変揺した;材料{樹立の裂i令な

のか，あるL、はまずこ見積りコスト総額にたし、ずみ期末までに発生したコスト

のか。この問題が時間や物盤の附閣であるよりも，むしろ

と摂益計算の罰露であることにかんがみて，ヌスト比例 (costpercentagめ

り，コスト総額にもとづいた計算がある種のコスト

る計算よりも選努であるO 設計部で鬼怒られる工事の進行量が踏切な

るとする見解もしばしばきかれるのであるが，問題の核心は評{閉め

り，コスト比例にかわる満足すべき尺度は未だどこからも援索され

ていない，めとベイトンは主張するので、ある。

さで，長期建設工事契約において，

もなって官官金を支払うのがふつう

される。

また，未成工事にたし

れる場合がある。かか

新と財・議品以外には荷

と

るが，この前金について

るとすれば，現金勘定f苦方と

あるとする 'd 

るむのではないが，にもかかわら
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多発生原絡は契約条件にしたがって得意先勘定に振り られるまでは遷

切な資議残高てど構成し，一個の隷釘資産すなわち作業にたいする一種の繰越

費用として報告されるべきである。の

つぎにペイントにしたがって建設工事関卸高な処理ナるた

な示そう。

前述の仮設例にしたがってA造綴所は艇が15獲の建造契約三どむすび，その

契約総額 44，000，000ドノレでおり，晃絞りコスト総額40，000，000わレのうち

20，000，000ドルの公ストが発生した。さらに， (イ〉う'01愛は 8，000，000ド、ノレ

のコストで完成して依頼主に引渡された。(ロ)依頼主は覧成船鮪の契約締格

1 
，8，800，000ドル (44，000，000r 1レ×一一〉ル請求されたが，未成括舶にかか

5 

わる諮求はなかったの付完成船舶の契約儲格は間収されヲくわえて1，000，0

，00下、/レの前金が支払われた。

カ注カミる ごとく

総逃コスト

(1) 

20，000，000 flレ

完成船舶

材料，

生gg:J二発生したコスト

(2) 

8，000，000ドノレ

る。

20，000，000ド;!〆

コスト 8，000，000 f!レ

完成建設納にかかわるコストの振事長え。

(鈴

君、允 8，800，0∞ドノレ

引渡し奴交路 8，800，000ド、ノレ

完成，引渡した船磁の契約総務を願挙手勘定f品ー方，収益勘定交ブアへ計上。

(4) 

引渡し船総コスト 8，000，000ドノレ

完成建長寿(:{ 8，000，∞0ドル

引渡し飯売おと対応されるべき'iIt度し船舶コストの計上。

(め

現金 9，800，000ドノレ

得意允 9，800，000ドノレ
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完成，引渡し船舶にかかわる契約価絡の回収および前金の受領。

(ω 
契約価格にもとづく未成船舶 13，200，000ド/レ

生産基準による収益

工事進行基準による未成船舶にかかわる収益の計上。 7)

何

13，200，000ドノレ

発生収益にたいして賦課される建造コスト 12，000，000ドル

建造コスト 12，000，000ドル

未成船舶について発生したコスト総額を生産基準による収益に賦課。

以上の処理法によると，損益計算書には実現および発生収益22，000，000ド

ノレ (8，800，000ドノレ十 13，200，000ドノレ〉と， これにたいして賦課されるコス

ト20，000，000ド、/レ (8，000，000ドノレ十 12，000，000ドノレ〉が計上される。そし

て差額の丸000，000ド、ノレは製造原価に算入されない一般経費および税金にあ

てられることに沿る。また貸借対照表には未成船舶の棚卸高が13，200，000ド

ノレすなわち発生したコストを1，200，000ド、/レ超過する金額で計上されるので

ある。

ところで，実務上より一般的な，いま一つの処理法は未成船舶勘定借方に

その増価額1，200，000ドノレ，同額を総益勘定貸方に記入する方法である。こ

の処理法によるときは，損益計算書は収益総額わずか10，000，000ドノレ (8，80'

0，000ドソレ十1，200，000ド、ノレ〉とコスト(完成船舶のコスト〉わずか8，000，000φ

ドノレの計上におわるが，これは好ましい処理法とはいえなL、。毎期の収益総

額の計上と，この収益にたいして賦課される費用の総領を示す前者の処理法

が望ましいことはいうまでもないところである。め

原価加算契約 (cost-plustype) じよる建設工事の場合には，物的な生産

基準にもとづいて収益を計上することにたいしては，ほとんど反対はありえ

ない。実際，この場令には発生したコストの各ドノレは 1ドノレ・プラス若干の

金額(承認されない危険性やその他の事情を度外視すれば〉での一種の受取

勘定である。典型的な建設工事はしかしながら保障された事業で、はなく，収

益総額は確定しているかもしれないが，コスト総額は不確定となりやすいの
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-C， いて…般に採用

されなかったのは，主としてかかる理由からであるo 9) 

l年もしくは他の比較的経い期間について箆成，ヲi護され

変動およびかかる変動と営業活瀦〔コスト〉の動きとのあいだの沼部の欠如

によってもたらされる部難合解決する一つの方銀は，収益およびコスト

新ーされる単位として婿認よりも，むしろ工事(jobor projecりを用いるこ

とである。たと している会社にとって

は，完成およ

された

との最終的決済以熊に発行されるべき

よ ま

も記入して〉た計上 る。そ

ら能渡し

し

ヲli援さまL，契約調格が間収され，もしくは篠かな受取勘窓によって裏づけら

れたときに，信頼できる基準にもとづく収益とそれにたし、して賦課されるコ

スト されうるのであるo 10) 

注 1)Dixon， p. 474. 

2) Ess吉ntials，p. 309‘ 

3) Asset， p. 98. Dixon， p. 471. 

として会計上， J仮設を計上することは支持てーきないという事実に

うるとする潔忠

で，阪究基準からの離税がしばしば容認されるような特殊な者情がみられる。たと

えば，契約締絡?と、のti:文生産の場合がこれである。
もとでの生産のj設も愛婆な例はp 総舶

さらにこの径の司王殺で、はし、っぱんに，特定の工事:は;j1'l~当の長期揮にわたって米足立の

状態にあることが少なくないところから，ある特定年度内に完成して注文主に引渡

された工事の契約加i絡によってのみ収益を認許たずることは，毎年j恕，

動設とのあいだにいちじるしい不潟和をもたらすことになるoそれで，楳浮からの

容認されうる滋脱として，オーソドy タ

よる損益の計上を黙認していることな知っても，郊に驚くべきことではない (Intr-

oduction号 p.50)。

必Adマanc吋， p. 164. A蹴 t，pp. 98~合.

未完走の工当事契約について稼得される利益はその金額が幾分偶然的であって，発会

tこ笑混ざれないことがある (Advanced，pp‘ 164~5. Asset， p. 99)。
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5) Introduction， p. 50. Advanced， p. 165. Asset， p. 99. 

6) Advanceムp.165. Asste， pp. 的~100.

7) si!絞りコスト総額32塁。00，000ドノレに丈こいする発生コスト12，000，000Fノレの割

合は37.5タdである O

したがって35，200，000ドル (8，800，000ドルx4) X37.5，96'=13，200，000ドノv

8) A慨しひ 100.Dixon， p. 471. 

建設工事はふつう，契約のもとにおこなわれるが，

、てし、えることである。会計士は

ながいあいだ確定契約による注文生産は特殊のケースで去さると認をえてきた。概鈴筏

に宛成していて引渡しで、きる製品については3 所有権計段3主主に移転していなくて

も，その製品は受取渇主主とi司等物であって契約価格マイナス引渡し設用で線側され

るべきである。

しかし，もしも決済条純二に不緩かさが残る機会〈たとえば，価終総務の場合tこは

契約締絡について調整を要ナるというような〉には，

ではない。また，キャ γ信ノレの可能設がある場合にも，販売{総務での評価は不遜さ認

で、あるし，さらにまた製必が注文主によっ℃検交も承認もされていない場合，拒絶

の可能性は契約制綴"むの許イ聞を疑問ならしめる。また多数の少綴契約による機会や

多設の小ロットが若手郊に完成，

る (As制， pp. 101~2) メ

*契約生皮および引渡

用ぱ必擦で、はない。河放なら，かか

くことはないからである (Advanむed，p. 16針。

製品が完全なJ郎防加繁契約で、生産される場合には，仕掛ぬおよび完成1思惑と契約締

絡で警手続すケ…スは苦手い。もしさ主法務が発生コスト鮫綴ブラス特定パーセγ トの沼

J阪を保湾設れているならば，いかなる時点の拐HfEPj禁政も契約価絡での一つの受取勘
定である。

近年は純粋な家{添加算契約のかわりに原価プラス定額契約が広くおこなわれてい

る。第三次大戦中，政府契約下に製造された製ふについて歩収益計上にさきだって

引渡した待つ必要がないこと，議求が突Z誌の滋IEなテストとじて製品
引渡しの代用さと合滋的ならしめるという見解にたいして，かなワの支持が与えられ

t.::.カ')，こ

条件のもとに請求されることになる (Aぉet，pp. 102~3) 。

告)Introduction， pp. 51-2. 

10) Introd珪ction，p. 51. 
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6 中古車の槻鯨評価

と りする

ことがよくあるので、あるが，この;場合にその中古品の評{還について興味ある

~，とベイト γ拾いう o 彼によれば現出な鋼は自

いてみられるとされ，そこでは販売業者はしばしば新率薮売と

りするのである。鱗入者にたいして与えられる割引，

り{臨格 (thε “tr・ade-in"valuei とってはその取の名夜

的コストであって，たいていの場合，真実のコストではなし、。しばしば譲売

業者は追加撤収なし，札付属品交とりつけてやるとか，…定期務内全無料修濃

をしてやるとか，あるいはまた下取り る気前のよし

るとか等の工夫によって，多少とも き下げるのであ

~o 1) 

のような牢!寄に対処すべくふつう推奨されている務揺基準は，見積り販

売価絡マイナス修理および裁発のさいに発生する克積り費用である。わしか

しながら，この処理法は新率の究上高にたい Lて企業全体として

り当てるという反論すべき結果合生むことになる。この政策のもとでは中

，会計資料によれば損益トント γ以上にはよくやれないことにな

るのである。すことえば，将来発生するであろう費用を 250ドノレと見積り，多

分 1，750ドノレーむ売れるであろうと予想される中官事が下取りされるならば，

その見絞り正味{節格はし500ドルとなり，そしてもし実i燦に賦課しうる費苅

が250ドノレであり，またその中古車が予想どおり1，750ドルで薮売されると

れば，それが 1，500ドルで計上されている場合には新設の生ずる余地はまっ

たくないことになる。この政策はさらにまた中古車取出に撞夜ずる利益な新

車股殺に様露すべき収議の一部として早期に認識，計上することにもなるの

で、ある。したがって，このような処理法は正しいとはし、ぇゼい，とベイト γ

るのである。

自動率販売業における畿統的現象としてのや古車の護要性にかんがみて，
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自議事競売業者は新卒の鱗入，販売とゆ主主事の購入，販売というこつの

に際連した営業活設に従事しているといってよいのである。もしもこの解釈

が正しいとすれば，中古車部門とそこに投下された塑本会収益力せどもたない，

まったく付属的な地位におくことは正当ではなし、。したがって，最も

な処理訟は中古E与を鉢究り現金コスト〈ペコ予言王手専業の鼠手によって支払われ

る嬬格〉で評{廷することであって，かかる処淑法によってや古卒部門にたい

し販売業の収銭安生みだす部門として独立さぜる機会を与えることができる

し，他方で、はまた，新車部門は新車の売上高のなかに下取り

かわる克積り利益てど算入することによって，えこひいき?怒れることがなくな

るのであるO

L 、ま劇

中古主主を所有雪遊の見地か

う。なお，

2，500ドノレの表記{節務で競売し，下取りした

り現金仕入価格 900ドルで予F揮したとしょ

買手にたいしては1，100ドノレで、評

したとし，租言語その他を度外視するならば，適切な処理法はつぎのごとく

である。め

允

率

引

窓

古

時

得
点
ヤ
新

1，400ドル

900 

200 

新車販売 2，500 fノレ

要するに，中古品がかなりの金額に遣することが企業の棋の状議である

場合には，かかる中古品のコストをそのj京発娘格以下の水準で決定するため

の合理的な方法会務発するための工夫がなされるべきである，めとベイトソ

るのである。

注 1)下取りがあまり たときには，名照的割引額でゆr!:i薬事会評i岡計上

し，そして市場価悠プラス修現その他の発生費照会遺言j践する割号

古率の1M長務上の挨灸を新車の上手誌にたいする拐殺あるいはその特，¥1U::tストとして
処理するのがー殺の災務で、あった。この突務の不合理伎はや予言翠取扱設の:喰主将?とと

もなって，あきらかとなった (Dixon，p. 484) 0 



設 Asset，p. 103. Dixon， pp. 356， 484. 

3) Advanced， p. 168‘Asset， pp. 103~4. Dixon， p・485.

適正な手続は，受領した，もしくは間収されるべき金額プラス受領した中古めの

現金仕入自fi務(卸売り市場における〉で究上高さと言十上することである。あるいはも

し名際的契約締格を交上高として計上することが使利であると考えられるならば

しなければならない

(出sentials，搾. 342~3) 0 

中-~T]与の会計内処理法について，“Essentials" はにはつぎのような例況がみられる

A自動権販売会社がBお油会社にトラ、yタを絞売した。その淡記総務は1，500ド

ルであるが，中古トラγ グぷ下取りされて災手は500r;レ~現金払いし， 500ドノレに

ついては手形を援出した。中台トラ:ァタは400r，むの卸売っ正味現金frI百億宅とらって
し、る。

かかる場合， A在:にす苦いて漁常おこなわれる処理法はつぎのとおりである。

〔あるし寸土B符治会社〉

現 金 500 rノレ
受取手形 500 

中古トラック 500 r;レ

(。
1，500 ~ノレ

トラック鼠売

(2) 

1，500ドfレ

〈あるいはち石油会社〉

(紛

1，000ドノレ

受取佼総〔三うるいはB::tヨ治会社) 500ドノレ

路約販売服務の計上がのぞましいと佼

(2)については上記とおなじ。

(め
中合トラァタ 400γノレ

トラヅグ売上値引 100 

〈あるいはB石油会社) 500ドノレ

これと芸多少途う処主主主訟としては， Bお?窓会社勘定に最初からしぶ00ドノレを俗資Jし

きを燦初記入?とおいて認識すること勺ある。

いi:一つの方法は交上高をし4001-<ノレだI'tとしかくて特別総計勘定の必認をな

くすることである (Assほし p.343)。

現金コストと耳元号!I語i1各との差額は新車に綴認すべき特別割引として処理される。

この手続はr:Tr信事部門にたいして，絞売業の利益法応部門として白
えることになる (Advaぽ ed，p.169)。

19 
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4) A怨et，p. 104. 

7 損傷品，緩腐化品等の棚卸評錨

難卸性資産量はふつう設却性さどもっとは考えられないのであるが，にもかか

わらず諸種の際関に白米する筏議り，損傷，陳腐化等が主主ずることがふつう

である。たとえば，石炭は粉炭化したつ品嚢低下したりするのであるが，こ

のことが当該石炭の等級と髄櫨を変更することになることはあきらかであ

る。 I可様にまた多くの化学製品はざらしや時の騒i践によって，その性質や

きたし，織づめ会設で使われる肉，野菜めような食料品も

損傷もしくは議最，容議等の減少をきたすことがあるのである。支た流狩お

くれの商品については際腐化が生ずる。

これらの損傷I札 i策腐化品などの許{留にさいしては歩見積り薮売{間格マイ

ナス見積り議売費合基準とずる場合がみられるけれども，この実務はしかし

ながらその金額が多室長にのぼる場合には反対すべき る，とベイトンは主

捺すQO待望誌の場合におけるこの基準の採用は，ロスはすでに生じたもので

り，甑究過程によって利益は紫現しないという， iったく不合躍な状況を

とするものである。かくてこれに代る幾分議理的な処理は，

能額格マイナス様鋳尽から販慌時点ま℃、の正常利益で静錯することである。

すなわち〉より保守的な満足すべき

場で却金で買うと家主さした場合の見積り錨格である。 1)

以上の点をベイトソは商品の腐化を例にとってさらにつぎのよう

る。

中古品の下取りによる新品臨売の経理と関殺がるるのは特殊販売によって

あるいは特定部門を翠じて処分される踏ざらし品，もしくは季第的商品の場

合である。その鍍売価絡が取得、思議以下であろうと考えられる

はふつう潮来に，かかる商品を見絞りま味繋現可能{制度(駿究語格γ イナス

蓄を用〉で、評揺しようとするであろうし，この実務占まいっ

ぱんに「保守的」と考えられているO 実捺，この手続は当期以裁のなかに，
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特殊な活動および部門によって次揺に実現されるであろう科議を算入するこ

とを認めるものである。しかしこうすることによって，特殊な鴻欝および部

門から収益力表示の可接投を奪うことになるわけであって，これは非現実的

るといわなければeならなL、。たとえば，デパートにおける諜売コーナー

あるいは地器援売は企業の利益にたし、して主主かも貢献していないと考えるこ

とは合理的ではないであろう。したがって手この場合のよりよい処理法は中

古品の下段りの場合と問機に，季節おくれの海品をその鶴売り短金錨格のレ

ベノレ〈すなわち，廉究業者の仕入簡格一腕益を得て叡兜しうる可能性のある

仕入{商務〉にまで、簿舗の引下げさなおこなうことである。もしもこのような処

獲さとしないならば，それは収益にたいする当期賦課から，当該シーズγ中広

れなかった高品にかかわる詰ざらしおよび陳腐化の形での間接費一顧

客の質物の欝性を満足させるためにさき期の販売可能量よりも

仕入れをおこなうことが一般に必要で、あるために生ずるコストーを徐外する

ことにも等しいのである。わ

以上るさらかなようにベイトンは，特殊販売の担当者の立場からみて

特殊販売による利益表示室三不可能にするような枚方で，損傷品や蹴腐化品等

きではない，事〉ことた主張するのである。

さで， :J:負傷品， I政腐化品にかんするい支一つのの補題は，その減額分を部

舗に計上すべきか否かということである，とベイトンはしづ。これを1.lIHI留に

計上しないときには，

期首擁銭高+ 一期末機部高=

よって，減餓分は売上原離のなかに算入されることになるのであ

るが，この処恐法について議大な支障がみられないのは，誠額分が主義少な場

合および通常の状況のもとでその発生が多少とも典護主的もしくは不可避的と

られる場合だけである。もしもその金額が大きいか，あるい試その

が支ったく例外的な場合には，その減額分は売上原舗と分離して別{胞に計上

きであって，その全部または一部は損失と られるので、あるo4) 
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注 1)弘吉告おtials，pp. 504~5. Advanced， p. 167. As書記t，p. 106. Dixon， p. 356. 

物的もしくは経済的な欠縮会3客観的に決定できる場合に，簿価の引下げ安おこな
う必突があることについては，いっぱんに見解の一護士がみられる。しかしながら，

その引下げ鎮の書道廷に問題があり，このぷについてより多くの不確実さを免れなし、

のである。損傷ぷあるいは陳腐化ふの携をまには正味実現可能綴{畿のレベルまで引き

下げることがしばしば後奨されている。これよりも幾分きびしい評側議壌は，

や使F誌のために損傷もしくは燦腐化した状態で、滋;おを仕入れると仮定した場合の見

事まりの蒋取得現金コストである。また場合によっては，多少とも

まこコストのある説会を控徐ずることが必芸きであるかもしれない。ぎた回収可能価値

の存在が疑わしい場合には，発生原綴安全部切り捨てるか，あるいは名目{闘機にま

勺引き下げるべきである (Ass告しか 76九

2) Dixon， pp. 485~6. 

3) Essentials， pp. 504. 

4) ibid.， p掛 5.Dixon， p. 359. 

s 遺産品および副産物の機部評価

もしくは共i義援舟はほとんどあらゆる業棋においである程度はみられ

るところで、あり，とくに肉の緯づめ，石制l柄製歩幾ノぽ等の業種においていち

じるしし、。諒材料にかかわる連結費用の顕著た婦は肉の

みられるし，工場設欝にかかわる連結費用は公議事梁部門の支配的な特撒で

ある。また用役にかかわる連絡費消は原材料および工場設欝にかかわる共通

の生ず、るところにはどこにもみられる。さらに支 どの
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ても

費F誌はあ

よび監督の費問はある軽震は連絡費用である。以前には共通

いてのみ重喜怒な意味をもつにすきずないと考える傾向があ

ったのであるが，こんにちではこの現象は業界全体にいきわたっているので、

る。 1)

ところで，かかる連絡費用を議々の部門および差益品等級へき5賦することが

霞難なために額卸資議評{留において特殊な持組を生ずるのである。ある

るかぎり，在路品きど現訟の市場i街格マイナス運送，ヨi援

し費用で評価するさいに間鐙が生ずるのである。この処理法によれば当競製

品が生産された年度に科益のすべてを計上する結果となるのであるが，

製品を号事易に目度売しうる:場合にはあまり反論しなくてもよいであろう。また

連結晶をコスト慕殺で礎部ずることがのぞまれている場合には，コストは各

等級の製品の市場錨格比率によって詑賦怒れるべきであるとナるノレーノレの探

践は最も合現的な処理と考えられてよい。 2)

たとえば， M社は初年度にX製品5，0001低 Y製品4，000fl開をさ色産したと仮

定しよう O そしてこれらの製品に試製しうるコストは， X製品に10，000ドル

Y製品に12，000ドノレであり，通'itの原儲法による配試をおこないがたい共議

費用が60，000ドルであること，さらにまた期末繍卸量X製品1，000倒， Y製

品 600筒で，その市場{筏絡はX製品8ドル， Y製r5l115ドノレと

爵製品の槻鍔評価計算はつぎのごとくである。

仮設例によって

X製品5，000倒の販売総額は 40，000ドル

4，000 僚の奴海側綴は 60，000 rノレ
となる。

X製品5，0001績のコストは
40 

10，000ドノレ〈緩援資〉十24，000ドノレ〈共通費用60，000x 一〉た=34，000ドル

Y製品4，000伺の試九トは
子 60

12，000ドノレ〈滋接資〉十36，000トノレ〈共遜費用60，OOOxr'OO ) =48，000わレ
となる。

かくて，槻安s資主主コストは
1，000 

X製品 6，800 T*;レ (34，000x 一…〉
5，000 
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Y製品

となる S)

経済学研究第14巻第3匁

600 
7，200ドノレ (48，000X (f，O百〉

市場値絡の給率は公益事梁における場合や問題になっているものが適正な

市場擬絡である場合には，ほとんど使用きれなし、かかる

、況の詳細な分析にもとづく配賦をおこなうことが必擦でるる ども，かかゐ

る配賦の総菜は幾分総意、自りになりがちであるので，かりにそれが入手しうる

盤上の計数で、あってもあまり重視するのはよくないことマある。め

つぎに，醐壊物の評舗にかんするベイト γの主張は以下のごとくである。

さいししばしば幾つかの 90こ

はある場合にはほとんど偶髄言どもたない熔材料 (scrapmatεrials) にかぎら

れるけれども，またある場合にはかなりの市場橿笹総額なもつ特殊な副産物

されるのである。もしもこのような製品の期間的価値が企業の生産総

額 (totalvolume) にかんがみて議少で、あるならば，一つの可能な手続はそ

の究上高を議時の利益〈あるいはコストの主要な主義れにたいする貸記〉とし

て処理い在庫分についてはこれを見積りの笈味駿究偶額で務揺することで、

ある。

しかし，かかる製品が大量に生設され，その建立究~l，こささ? 加工

とし純料誌に重大な関連をもっ場合には，かかる議議物は一少なく

ともその総額において一実際には連結盛期状況のもとで、生産される主要製品

となるわけであって，それにふ浅わしし なわれなければなら

ない。 5)

主主 1) Introduction， p. 75. Advanced， p. 166. Asset， p. 104. 

2) Introduction， p. 76. Advanced， pp. 468~9. Asset， p. 104. 

もしも共遜費用のき在確な配分が経営政策，または企主義と政府との関係にかかわる

料金率の規制，その他の事項?と関巡して必立きであると考えられるならば，その配成

会成采の7I':i場悩伎の比率?ともとづいておこなうことがよいであろう oつまり，共通

綬用はかかる生産物の議殺の市場価儀に比例して，二つ以上司〉製ふに配賦されてよ

L 、α こ 、ては，えこと〉い なわれることなく，かえって，計溺
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中のある呂的をもって原価を計上するさいに経営者が状況をその全体において考慮

し，えられるべき経済的成果と調和するような仕方で営業活動にたいしてコストを

配分することを前提としているのである (Introduction，p. 76)。
めAsset，p. 105. 

心ibid.，p. 105. 

5) ibid.， pp. 105~6. 

9 ペイトン説の検討

25 

以上，特殊棚卸資産会計にかんするベイト γの所説を考察してきたのであ

るが，それを要約すれば以下のごとくである。

(1) 棚卸資産評価において棚卸資産原価の見積りを余儀なくされる場合が

あることをベイト γは認める。しかしてこの場合，その見積りの出発点とし

て版売価格が用いられるが，原価見積りの尺度としては修正された販売価格

が用いられる。

修主された版売価格は，ふつう販売価格から販売，引渡し等に要する見積

り費用を控除した金額で、あるとされるが，厳密にいえば，前記見積り費用に

照応する見積り利益は未だ稼得されていないものであるから，この見積り利

益をも販売価格から控除した金額をもって，修正された販売価格とみなけれ

ばならない。

(2) デパートや小売り業においては小売り棚卸法の採用が認められるけれ

ども，アメリカにおいて一般におこなわれている計算法によれば，粗利益の

計算のさいに値下げ額が考臆されないために計算結果たる見積り棚卸高は過

少に計算され，低価主義的「効果Jをあげることになる。したがって，ベイ

トγはかける計算法にたいしては反対であり，粗利益の計算過程で値下げ額

をも考慮すべきであると主張するのである。

(3) 抽出産業における棚卸評価については，この種産業における第一義的

な経営活動は販売ではなくて，むしろ技術的生産であること，また基礎的原

材料の市場性はいっぱんに大きいことにかんがみ，いわゆる正味実現可能価

値で評価することが認めめられる。
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(4) 農産物等の棚卸評価については，実務上いわゆる正味実現可能価値に

よる評価がおこななわれているのであるが，最も合理的な処理法は季節単位

で，耕作，i既耀，移植等の一切の経費をふくめて原価基準で評価することで

ある。

また生長または成熟に長期間を要するものにかんする最良の処理法は慣行

的な期間制をやめて，生産物の主要な単位ごとに，その生産等の当初の日か

ら最終的処分まで、に必要な期間について，原価計算をおこなうべきである。

そうすれば，販売基準からの離脱の問題は解消するのである。

(5) 建設業における棚卸評価については， ~、っぱんに工事完成に長期間を

要することが少なくなところから，利益の期間的配分の見地に立脚して販売

基準からの離脱，すなわちいわゆる工事進行基準が容認される。

工事進行基準を採用する;場合，工事の進行度を測定する尺度としては，見

積りコスト総額にたし、する発生コストの割合が適切である。

しかし，建設薬会計における問題解決の一つの方策は，収益およびコスト

が集計される単位として慣行的な期間制の採用をやめて，工事を単位として

採用することである。この方法によれば，工事の完成，引渡し以前には工事

の進行度と発生コスト額が営業報告書によって報告されるだけであり，工事

の完成，引渡しによってはじめて収益とそれにたいして賦課されるコストの

計上された計算書が作成されるのである。

(6) 中古品の棚卸評価にかんしては，ベイト γはとくに自動車販売業にお

ける中古車の下取りの場合について論及し，通説では見積り販売価格から修

理および販売に要する見積り費用を控除した金額をもって評価するものとさ

れているが，この処理法には反対すべきであると主張する。

その論拠は，かかる処理法によれば新車の売上高のなかに中古車(将来，

何がしかの利益をもって販売されるであろう〉にかかわる利益を算入するこ

とになり，中古車(部門〉の販売益を新卒(部門〉が横どりしてしまうこと

になる。このことは問時にまた中古車取引に潜在する利益を新車版売に帰属

すべき収益の一部として早期に認識，計上することにもなるからである。
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かくて最も合理的な処理法は，中古車合現金仕入植格〈卸売り

る〉で都{崩することであり，この方法によゅて 、してj収益を

る部門としての独立性役付与することができるのである。

(7) 損留品，擦腐化品号事の蝶鋳評議については， A議常いわゆる正味実現可

能韓議で評{隠されているので、あるが，その金識が多額にのぼる場合にはこの

方法の採用は裳さきとはいし、がたく，より保守的な処理法，すなわち特殊市場

で現金投入れをすると仮定した場合の見経り鍾務〔見積り現金仕入額格〉で

評摘することである。こうすることによって中古事の場合と向:様，これを耳支

援う部門にたし、して収益力きさもった独立牲を与えることができるのである。

なお，誤傷会議腐化等によるー議題分はその金額が大きいか，もしくはその

発生がま'ったく例外的勺あある場合には，売上掠舗と分離して別観?と計上す

べきである。

総連絡品，副議物等の轍鰐評価について誌，いわゆる味実現可能個髄

で喜平価すること

きものではない。

しうるものである は反論すべ

漂価基準での詳留がのぞまれている場令には各製品の市場価格の比率にも

とづいて共通費用の記分をおこなうことが最も令強的である。

以上が特殊資産会計にかんするベイトシ説の要約であるが，このペイトソ

設についてつぎに若子の家、克なあきらかにしておきたい。

(1) 周知のごとく，ベイトンは東部として取得原{国主義を主張するの

るが，特殊謂在日資産の許髄については蹴究語格を出発点と

り原{商都{販〈修正売締法〉を容認しな狩ればならない，特殊なケースがある

ことを認めている。

ところで，ふつう正味実現可能縫趨といわれているこの見積り原価の計算

にさいして，ベイト γは瀦鋭1日以降，版売時点設でに必要与とされる見積り競

売費毒事に照応す ~J主積り利益なも援売額格から控除すべきことを主張してい

るのであるが，原イ阪による評価が閑難もしくは不可能である場合の便法とし

されたものが前記修正売舘法であるとすれば，計算手続上，見積り駿
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究費等に簸惑する見積り利益の計算は可能ではないはずで、あって，ベイト γ

の所説は便法として説得力に欠けるものがあると¥，'.-，て義支えないであろ

う〈もっとも，発生費用総額にたいする話料益率が前擬されていて，特米

り発生費用に賠する見積り常和議分を計算できる場合は別である

が，かかる場合もふくまれているのかどうかはペイト γの所説では必ずしも

あきらかでない〉。

(2) 小究り棚部法に悲観オミ織的効果を議持ずるよう いしてベ

イトシは批判的で‘あるが，これは正当であるo

(の 農産物および磁設業毒事の穣多p評艇について，ベイトンは最ものぞまし

い処理法として模仔的な期間舗をやみうで，季節もしくは工事を単位とした損

益計算を推奨している。

なるほど，殺も イト γ るように期間的f制約を除去

することによって可能となるのであろうが，しかしこの点にウェイト

くほど，議論はかみ合わなくなることに留意すべきであろう o 伺故なら

，遊説は期開計算さと言者提としているからであ

(4) 中古品，損傷品， I深腐化品等について最も妥当な処理法は，見譲り現

金仕入籍格〈鈎売り市場における〉によって評錨ずることである，とベイト

るのであるが，その議拠は，これらの特殊務品を取扱う部門から

うことは不平等であるから，これらの部門にたし、し

ても抱の正常な商品会取扱う部門と同様に利益を接待しうる機会，なわちA

独立性を与えることが必要であること，またそうすることによゅてや古三奪取

引きにかんする前記叙述にあきらかなごとく米実現科設の計上を排除する

とができること，に求められている。

しかしながらその諭寵からみて，官tr殺にウェイトがおかれているもののよ

うであり，もしこの受けとりかたがさきを失していないとすれば，これはベイ

トγが従来強3脅してきた点の一つである財務管濯，利益管建的観点と会計計

算的観点とのl技73IJを怠ら無視するものであるということができるであろう o

そしてこの点だけをグ持{ズ・アップすれば，資産の有用性にかんするメイ
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の見解わにも相通ずるものが認められるわけであって，ベイトソ岳ら

さセ」と諒めているよ記処?理法2)を主張することについては，少なか

があるようにおもわれるのでるる。

注 1)Dixon， p. 356. 

2) G. O. May， Financial Accounting (1st eふ 1943)，1957， pp. 183~4. 
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